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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成22年3月4日(2010.3.4)

【公表番号】特表2009-524719(P2009-524719A)
【公表日】平成21年7月2日(2009.7.2)
【年通号数】公開・登録公報2009-026
【出願番号】特願2008-551756(P2008-551756)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｇ  73/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/785    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/787    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   8/34     (2006.01)
   Ａ６１Ｑ  11/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  79/02     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  33/04     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  33/08     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  55/00     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  61/00     (2006.01)
   Ａ０１Ｐ   3/00     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  43/54     (2006.01)
   Ａ６１Ｌ   2/16     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｇ  73/04    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/785   　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/787   　　　　
   Ａ６１Ｋ   8/34    　　　　
   Ａ６１Ｑ  11/00    　　　　
   Ｃ０８Ｌ  79/02    　　　　
   Ａ０１Ｎ  33/04    　　　　
   Ａ０１Ｎ  33/08    　　　　
   Ａ０１Ｎ  55/00    　　　Ｂ
   Ａ０１Ｎ  61/00    　　　Ｄ
   Ａ０１Ｐ   3/00    　　　　
   Ａ０１Ｎ  43/54    　　　Ｂ
   Ａ０１Ｎ  43/54    　　　Ｄ
   Ａ６１Ｌ   2/16    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成22年1月12日(2010.1.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
抗菌性エチレンイミンポリマー又はコポリマーであって、該ポリマー又はコポリマー骨格
の窒素原子の１０ないし１００％が、以下の置換基（ａ）ないし（ｄ）：
（ａ）未中断であるか又は１つ以上の酸素原子、硫黄原子、－ＳＯ－又は－ＳＯ2－によ
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って１回以上中断され、かつ炭素原子数３ないし６のシクロアルキル基、－ＯＲ、－ＣＯ
ＯＲ、－ＣＯＯＭ、－ＳＯ3Ｍ、－ＳＯ3Ｈ、ホスホン酸、ハロゲン原子、－ＣＯＮＲ'Ｒ
、－ＮＲ'Ｒ、ホスホン酸塩、アンモニウム塩又は式
【化１】

で表わされる基又は基－Ｓｉ（Ｇ）3（式中、Ｇの各々は、独立して、ヒドロキシル基、
炭素原子数１ないし４のアルキル基又は炭素原子数１ないし４のアルコキシ基を表わす。
）である部分１つ以上によって１回以上置換された、炭素原子数１ないし２４のアルキル
基、炭素原子数３ないし２４のアルケニル基、炭素原子数１ないし２４のアルキルカルボ
ニル基又は炭素原子数３ないし２４のアルケニルカルボニル基、
但し、上記置換基の内の少なくとも他の１つもまた存在する場合を除き、未中断の炭素原
子数１ないし２４のアルキル基はビグアニド基、炭素原子数３ないし６のシクロアルキル
基、－ＣＯＯＭ、－ＣＯＯＲ（式中、Ｒは、未置換のアルキル基を表わす。）、－ＯＲ（
式中、Ｒは、Ｈ又は未置換のアルキルカルボニル基を表わす。）又は－ＣＯＮＲ'Ｒによ
って置換されない；
（ｂ）式
【化２】

（式中、Ｙ及びＹ'は、独立して、Ｎ、Ｃ－Ｒ、Ｃ－ＯＲ又はＣ－ＮＲＲ'を表わし、Ｄ及
びＤ'は、独立して、Ｒ、－ＯＲ又は－ＮＲＲ'を表わす。）で表わされる複素環；
（ｃ）式

【化３】

（式中、ｍ及びｎは、独立して、１、２、３、４、５又は６を表わす。）で表わされる基
；又は、
（ｄ）－Ｌ－Ｐｏｌｙ（式中、Ｐｏｌｙは、ポリエーテル、ポリシロキサン、スチレンポ
リマー又はポリオールから選択される枝分かれした又は枝分かれしていないポリマー又は
オリゴマーを表わす。）；
ここで、上記式中、
Ｒ、Ｒ'及びＲ''は、互いに独立して、水素原子；基－Ｌ－Ａｒ、
【化４】

未中断の又は１つ以上の酸素原子、硫黄原子、カルボニル基、－ＣＯＯ－、－ＣＯＮＨ－
、－ＮＨ－、－ＣＯＮ（炭素原子数１ないし８のアルキル）－又は－Ｎ（炭素原子数１な
いし８のアルキル）－によって１回以上中断された炭素原子数１ないし２４のアルキル基
、炭素原子数３ないし２４のアルケニル基、炭素原子数３ないし６のシクロアルキル基又
は炭素原子数１ないし２４のアルキルカルボニル基を表わし、
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前記未中断の又は中断されたアルキル基、アルケニル基、シクロアルキル基又はアルキル
カルボニル基は、未置換であるか、又は、１つ以上のハロゲン原子、－ＯＨ、炭素原子数
７ないし１２のアラルキル基、炭素原子数２ないし１２のアルキルカルボニル基、炭素原
子数１ないし２４のアルコキシ基、炭素原子数２ないし２４のアルキルカルボキシ基、－
ＣＯＯＭ、－ＣＯＮＨ2、－ＣＯＮ（Ｈ）（炭素原子数１ないし８のアルキル）基、－Ｃ
ＯＮ（炭素原子数１ないし８のアルキル）2基、－ＮＨ2、－Ｎ（Ｈ）（炭素原子数１ない
し８のアルキル）基、－Ｎ（炭素原子数１ないし８のアルキル）2基、－ＳＯ3Ｍ、フェニ
ル基、１つ以上の炭素原子数１ないし８のアルキル基によって１回以上置換されたフェニ
ル基、ナフチル基、１つ以上の炭素原子数１ないし８のアルキル基によって１回以上置換
されたナフチル基、未置換の又は１つ以上の炭素原子数１ないし１２のアルキル基によっ
て置換されたプリン基、ピリジン基、ピリミジン基、トリアジン基又はイミダゾール基（
ここで、プリン基、ピリジン基、ピリミジン基、トリアジン基又はイミダゾール基は、中
性であるか、又は、イオン的に帯電している。）、アミジン、グアニジン、アンモニウム
塩、ホスホン酸、ホスホン酸塩又は基

【化５】

（式中、Ｑ又はＱ'の各々は、独立して、水素原子、炭素原子数１ないし１２のアルキル
基、フェニル基又はベンジル基を表わす。）によって１回以上置換されており；
又は、
窒素原子に結合する場合、Ｒ及びＲ'は、それらが結合するところの窒素原子と一緒にな
って、未中断の又は－Ｏ－、－ＮＨ－又は－Ｎ（炭素原子数１ないし１２のアルキル）－
によって中断された５－、６－又は７－員環を形成し；
Ｌは、直接結合、未中断であるか又は１つ以上の酸素原子によって中断され、かつ未置換
であるか又は１つ以上の－ＯＨ、炭素原子数１ないし８のアルキル基、炭素原子数１ない
し２４のアルコキシ基、炭素原子数２ないし２４のアルキルカルボキシ基、－ＮＨ2、－
Ｎ（Ｈ）（炭素原子数１ないし８のアルキル）基、－Ｎ（炭素原子数１ないし８のアルキ
ル）2基又はアンモニウム塩によって１回以上置換された炭素原子数１ないし１２のアル
キレン基を表わし；
Ａｒは、未置換の又は１つ以上のハロゲン原子、ＯＨ、炭素原子数１ないし２４のアルコ
キシ基、炭素原子数２ないし２４のアルキルカルボキシ基、－ＣＯＯＱ''、－ＣＯＮＨ2

、－ＣＯＮ（Ｈ）（炭素原子数１ないし８のアルキル）基、－ＣＯＮ（炭素原子数１ない
し８のアルキル）2基、－ＮＨ2、－Ｎ（Ｈ）（炭素原子数１ないし８のアルキル）基、－
Ｎ（炭素原子数１ないし８のアルキル）2基、－ＳＯ3Ｍ、ＳＯ3Ｈ、アンモニウム塩、ホ
スホン酸、ホスホン酸塩、未置換の又は１つ以上のハロゲン原子によって１回以上置換さ
れた炭素原子数１ないし２４のアルキル基、未置換の又は１つ以上の炭素原子数１ないし
８のアルキル基によって１回以上置換された炭素原子数１ないし２４のフェニル基、ナフ
チル基、
未置換の又は１つ以上の炭素原子数１ないし１２のアルキル基によって置換されたプリン
基、ピリジン基、ピリミジン基、トリアジン基又はイミダゾール基（ここで、プリン基、
ピリジン基、ピリミジン基、トリアジン基又はイミダゾール基は、中性であるか、又は、
イオン的に帯電している。）によって１回以上置換された炭素原子数６ないし１０の芳香
族の又は炭素原子数１ないし９の飽和又は不飽和複素環を表わし；
ここで、Ｑ''は、水素原子、金属カチオン、グリコールエーテル基、ポリシロキサン
基、フェニル基又はベンジル基、又は、１つ以上のハロゲン原子、ヒドロキシ基、炭素原
子数１ないし２４のアルコキシ基又は炭素原子数１ないし１２のアルキル基によって１回
以上置換されたフェニル基又はベンジル基を表わし、
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Ｍは、金属カチオン又はアンモニウムカチオンを表わし、かつ、
エチレンイミンポリマーのＮ原子が四置換されている場合、それは、対応する対アニオン
とのカチオンを表わす、
の１つ以上によって置換されるところの抗菌性エチレンイミンポリマー又はコポリマー。
【請求項２】
前記置換基の少なくとも１部が、未中断であるか又は１つ以上の酸素原子、硫黄原子、－
ＳＯ－又は－ＳＯ2－によって１回以上中断され、かつ１つ以上の－ＯＲ、－ＣＯＯＲ、
－ＣＯＯＭ、－ＮＲ'Ｒ、－ＳＯ3Ｍ、－ＳＯ3Ｈ、ハロゲン原子、－ＮＲ'Ｒ、アンモニウ
ム塩又は式
【化６】

で表わされる基によって１回以上置換された炭素原子数１ないし２４のアルキル基、炭素
原子数３ないし２４のアルケニル基、炭素原子数１ないし２４のアルキルカルボニル基又
は炭素原子数３ないし２４のアルケニルカルボニル基を表わすが、上記置換基の内の少な
くとも他の１つもまた存在する場合を除き、未中断の炭素原子数１ないし２４のアルキル
基はビグアニド基、－ＣＯＯＭ、－ＣＯＯＲ（式中、Ｒは、未置換のアルキル基を表わす
。）又は－ＯＲ（式中、Ｒは、Ｈ又は未置換のアルキルカルボニル基を表わす。）によっ
て置換されないところの請求項１に記載のポリマー又はコポリマー。
【請求項３】
細菌の作用からプラスチック、コーティング、ホーム又はパーソナルケア配合物、工業用
配合物又は工業プロセスを保護するための方法であって、有効量の請求項１に記載のポリ
マー又はコポリマーを該配合物又はプロセスに添加することを含む方法。
【請求項４】
細菌の作用から肌、粘膜及び皮膚付属物を保護するための方法であって、有効量の請求項
１に記載のポリマー又はコポリマーを含む製剤を適用することを含む方法。
【請求項５】
細菌の作用から紙、木材、革又は繊維材料を保護するための方法であって、有効量の請求
項１に記載のポリマー又はコポリマー、又は、有効量の請求項１に記載のポリマー又はコ
ポリマーを含む組成物を配合又は適用することを含む方法。
【請求項６】
請求項１に記載のポリマー又はコポリマーを含むパーソナルケア製剤、口腔衛生配合物、
又は、洗浄及び清浄配合物。
【請求項７】
請求項１に記載のポリマー又はコポリマー及び他の天然又は合成ポリマーを含む組成物。
【請求項８】
請求項１に記載のポリマー又はコポリマーを１つ以上含む組成物。
【請求項９】
硬質表面を清浄及び殺菌するための方法であって、有効量の請求項１に記載のポリマー又
はコポリマーを含む製剤を適用することを含む方法。
【請求項１０】
製品の生物付着を防止するための方法であって、請求項１に記載の抗菌性エチレンイミン
ポリマー又はコポリマーを該製品又は該製品の表面に配合すること、又は、該抗菌性エチ
レンイミンポリマー又はコポリマーを該製品の表面に、直接、又は、コーティング又はフ
ィルムの一部として適用することを含む方法。
【請求項１１】
硬質表面のための清浄剤及び／又は殺菌剤としての；又は、プラスチック、コーティング
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、ホーム又はパーソナルケア配合物、工業用配合物、紙、木材、革、繊維材料のための、
又は、工業プロセスにおける、細菌の作用に対する防腐剤としての；又は、細菌の作用か
ら肌、粘膜及び／又は皮膚付属物を保護するための配合物の製造のための請求項１に記載
のエチレンイミンポリマー又はコポリマーの使用。
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